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はじめに

私の本職は大学院生。

一台の noteパソコンを自宅と大学の両方で使っている。

自宅と大学で Proxyなどの Network環境が全く違うの
で切り替えが面倒。

自動的に切り替えることはできないだろうか。

今回は、私が使っている一例を紹介します。Debianに
依存している部分が多いので、全ての人が同じように使
えるかどうかはあやしいですが、かなり UNIXらしい使
い方だと思います。
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私の Network環境 (1)

一台の noteパソコンを自宅と大学の両方で使っている。

noteパソコンには、PCカードスロット一つと、内蔵
LANポートがある。

自宅
普通のプロバイダに加入。
PCカードのモデムでダイアルアップ接続。
SMTPサーバ、POPサーバ、DNSサーバはプロバ
イダのものを使用。
Proxyはなし。
内蔵 LANポートに HUBをつないで、他の Linux
マシンもつないでいる。
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私の Network環境 (2)

大学 (研究室)
無線 LANで接続。
ファイアウォールの中。
DHCPでプライベート IPアドレスを取得。(学内の
全てのクライアントマシンにクラス Aの IPアドレ
スが割当てられていて、一つの大きな Networkを
構成している。)
SMTPサーバは研究室のサーバを使用。
DNSサーバは大学のものを使用。
POPサーバはプロバイダのものを使用。大学の
POP Proxyサーバを経由してメールを取得。
HTTP(S)と FTPは Proxy経由。
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基本的な考え (1)

通常は Network毎に手動で切り替える。(Web browser
での例。)

note

ブラウザ 1 ブラウザ 2

自宅 大学

図 1: 手動で切り替え
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